
令和６年度第２回学校運営協議会議事録 

 

さいたま市立大久保小学校  

 

１ 日時・場所 ［日時］令和６年１１月１１日（月） ９：３０～１１：３０    

［場所］コンピュータ室 

 

２ 出席 会 長 田中 隆明 （大久保小学校 ＰＴＡ会長） 

     副会長 土橋 勇司 （青少年育成大久保地区会 会長） 

    委 員 浜中 光夫 （桜区五関自治協力会 会長） 

         渋谷 克好 （宿自治協力会 会長） 

並木 義和 （大久保公民館 館長） 

髙野裕美子 （主任児童委員） 

千木良雅子 （大久保小学校 交通指導員） 

諏訪ふみ子 （大久保小学校 図書ボランティア代表） 

橋本 由紀子（大久保小学校 チャレンジスクール代表） 

海江田なぎさ（大久保中学校 校長） 

磯野 好美 （大久保小学校 ＰＴＡ副会長） 

内野多美子 （大久保小学校 校長） 

川西 浩之 （大久保小学校 教頭） 

三上 和男 （大久保小学校 学校地域連携コーディネーター） 

欠席     なし 

※生涯学習振興課４名が同席 

 

３ 開会行事  

（１）会長あいさつ 

（２）校長あいさつ 

 

４ 授業参観 

 

５ 学校からの報告等 

（１）学校の現状について 

    読書の習慣付け、基礎学力の向上、不登校等児童の支援、安全・安心につ

なげる取組、情報発信、地域との連携、教職員の資質向上と働き方改革 

（２）子どもから見た大久保小について（計画委員児童による発表） 

（３）学校の課題について 

    児童の読書習慣、学校ファームの取組 

 

６ 熟議 

  「地域に根ざし、地域に愛され、地域とともに育つ学校」に向けた教育活動ボ

ランティア体制の整備について 

・手紙配布等により募集することで人員が確保できるのではないか。 



  ・昔は地域の歴史を知る教育活動を行っていた。子どもたちからの要請は、地域

のみんなは協力すると思う。 

  ・既存のひな人形は、当時の校長が地域のつながりを大切にしたいので譲ってほ

しいと地域住民に頼んだのがきっかけだった。 

  ・自治会内で呼びかけたとしても、学校ファームのボランティアなどはなかなか

難しいかもしれない。 

  ・以前は個人面談で来校したついでに、ＰＴＡがかかわりながら保護者が学校フ

ァームの手入れをするなどしていた。だんだんとＰＴＡも活動維持が難しくな

ってきている。 

  ・学校と学校運営協議会の連名でボランティアを募集するのはよい。 

 

７ 連絡（令和７年度からの授業日数等について） 

 

８ 閉会 


